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神奈川県の帰化魚類

林 公義 ・浜口哲一・石原龍雄 ・木村喜芳

Masayoshi l-IAYAstt1, Tetuichi l-IAMAGuctt1, Tatuo lsH1HARA, Kiyoshi KIMURA: 

Naturalized Freshwater Fishes of Kanagawa Prefecture 

はじ めに いては石原が，相模川 〔相模湖 ・津久井湖〉 ・花水川

日本における魚類の帰化例l品、くつかの品種を含め 水系については浜口が，三浦半島の内水面については

て大部分の種類がある目的のために移入され，その後 林が，鶴見川水系については木村がそれぞれの情報収

帰化の道を歩んだものが多い。移入の目的は主に養殖 集にあたった。上記以外の記録や現況については文末

による食用魚としてであるが，なかには鑑賞用や防疫 に記した引用文献によった。また分布図の作成にあた

用として上陸したものもある。しかし無計画な移入で つては斉藤〔1984）を参照しながら新分布記録を追加

あったり，日本各地の内水面に直接移殖された種類も した。神奈川県への移入経路についてはできるかぎり

あり ，結果的には現在の各水域に適応して繁殖を続 の情報を一覧表に示した。

けている。今日までに有用性が確認されたものもある 本報をまとめるにあたり下記の方々にご協力いただ

がその数はまだ少なく，むしろ日本の在来種との関係 いた。 厚くお礼申しあげる。芦之湖漁業協同組合・秋

では有害性の強L、種類も増えている。特に池沼や湖の 山信彦 ・桜木八郎 ・藤岡 豊 ・日比朋行 ・神奈川県立

ような閉鎖内水面では在来種との生在競争が顕著であ 市ヶ尾高等学校生物部 ・橘川宗彦 ・工藤孝治 ・架本和

り， 琵琶湖のように固有種の多い水域でトは帰化種の繁 彦・諸伏平造 ・故長峯嘉之 ・鈴木理文 ・中村一恵 ・

殖に対して今後真剣な対策が考えられなければならな 焼田理一郎 ・山崎秦 ・米山 健（敬称略〉。

L、。

移入された魚類のほとんどが淡水魚であった理由は 神奈川県産帰化魚類のプロフィ ール

試験段階での池中養殖が海水魚に較べて容易だった点 O外来種

があげられ，河川や湖沼での放流効果を身近に期待で ヨーロッパウナギはウナギ養殖の目的で，1969年に

きるということがあった。しかし，計画的な移入水域 日本養鰻組合連合会が種苗（フランス ・イギリス ・イ

での効果やその後の経過も確かめられないうちに，人 タリア産〉を移入したもので，以後毎年極箇が放流さ

為的に他水域への放流も行われてきた。数種類にみら れている。近年で、は放流地以外の水域て、捕獲されてい

れる現在の帰化振りがその結果といえる。 る。

本報であっかう帰化魚類は主に原産地が国外である ニジマスは1877年以後たびたび北アメリカから移入

ものと，もともと神奈川県には自然分布をしていない され続け，全国各地で養殖，放流が盛んである。日本

種類が人為的に移殖されたと考えられるものの事例も での初の放流は猪苗代湖と 中禅寺湖（1880年）であ

あげた。 「：帯化」の定義については広義な解説だけで る。サケ ・マス類のなかでは，最も品種改良が進んで

は説明しきれないものがあるが，一般には新天地での いる種類であるが自然繁殖例は多くなし、。本種の降海

繁殖が確認されたものとして取り扱っている。神奈 型であるスチーノレヘッド ・トラウトも北アメリカから

川県産の帰化魚類は現状では外来種が9科15種・亜種， 1929年に移入されている。ブラウン ・トラウトは原産

国内種が3科15種・亜種が確認されたが，全種が今でも 地がヨーロ ッパで， 日本へは一度アメリカに移入さ

繁殖を続けているものばかりではなく，採集記録にと れたものがカワマス卵と一緒に混入してきたものであ

どまっているものもある。 ここではいちおう著者等が るらしいが，導入の年代は明らかでない。カワマス

入手した情報を整理し， 繁殖中の種類もそうでない種 （プノレツク ・トラウト）は 1902年に北アメリカ〔コロ

類も記述した。主に 早JI/（芦ノ湖） ・酒匂川水系につ ラド州）から卵が移入され，日光の湯川へ初放流され
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神奈川県に分布する帰化魚類リスド

(1989年現在〕

・外来種

Oウナギ科 ANGUILLIDAE 

1. ヨーロッパウナギ Anguilla anguillaa LINNE 

Oサケ科 SALMONIDAE

2. ニジマス Salmo gaげnderi(RICHARDSON) 

スチールヘッド・トラウト Salmo gaidneri〔RICHARDSON)

3. ブウウン・トラウト Salmo trutta (LINNAEUS〕

4. カワマス〔ブノレック・トラウト〕 Salvelinus fontinalis〔MITCHILL)

Oコ イ手ヰ CYPRINIDAE

5. ソウギョ Cteno1うharyngodonidellus (V ALENCIENNES) 

6.ハクレン Hypophthalimichthys molitrix (V ALENCIENNES〕

7. タイリクパラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus〔KNER)

0カダヤシヰヰ POECILIIDAE 

8. カダヤシ Gambusia a/finis (BAIRD et GIRARD〕

9. クッピ－ Poecilia reticulata PETERS 

0トウゴロウイワシ科 A THERINIDAE 

10.べへレイ Odonthestes bonariensis CUVIER et V ALENCIENNES 

Oトウギョ科 BELONTIIDAE 

11. チョウセンプナ Macroρodus chine叩sis〔BLOCH)

Oタイワンドジョウ干ヰ CHANNIDAE 

12. カムノレチ－ Channa argus (CANTOR) 

Oサンフィッシュ科 CENTRARCHIDAE 

13. オオクチパス Micropterus salmoides (LACEP瓦DE)

14. ブノレーギノレ Lepomis macrochiγus RAFINESQUE 

0カワスズメ科 CICHLIDAE 

15. チカダイ Tila1うianilotica〔LINNAEUS)

・匡｜内種

0サケ科 SALMONIDAE
16.ヒメマス Oncorhynchus nerka羽TALBAUM

Oキュウリウオヰヰ OSMERIDAE 
17. ワカサギ Hyiう0削esusnipponensis McALLISTER 

Oコイ科 CYPRINIDAE

18. オイカワ Zaccoρlatypus〔TEMMINKet SCHLEGEL) 

19. ハ ス Opsa円＇.ichthysuncii ostris (TE乱4乱iJINCK巴tSCHLEGEL) 

20，ワタカ Jschikauia st即日ackeri(SAUVAGE〕

21. タモロコ Gnathopogon elongatus (TEMMINCK et SCHLEGEL) 

22. ホンモロコ Gnat hoρogon caerulescens (SAUVAGE〕

23. イトモロコ Squalidus gracilis (TEMMINCK et SCHLEGEL〕

24. スゴモロコ Squalidus biwae (JORDAN et SNYDER〕

25. ツチフキ Abbottina rivula門s(BASILEWSKY〕

26. ゼゼラ Bi叩iazezera (ISHIKAWA〕

27. ヒガイ仲 Sarcocheilichthys variegatus (TEMMINCK et SCHLEGEL〕材



28. シロヒレタ ピラ Acheilognathus tabira tabira JORDAN et TOMPSON 

29. アカヒレタピラ Acheilognathus tabira subsp. 

30. ゲンゴロウブナ Carassius auratus cuvie門 TE乱'1MINCKet SCHLEGEL 

本学名については益田ほか（1984），丸山ほか〔1987）に従った。

料ヒガイ属については HOSOYA (1982〕，益田ほか（1984）によれば1種2亜種に分類され

ているが，カワヒガイとビワヒガイの2亜種については神奈川県内産のものがまだ充分

に精査されていないので，とりあえず亜種名については記述していない。

た（斉藤，1972）。

ソウギョは1878年に中国から日本へ移入され，主に

戦時魚類増産対策（1914～1943年〉に利用された。ソ

ウギョをはじめアオワオ ・コクレン ・ハクレン〔1878

年にソウギョの種苗に混入していたもの〉の卵は粘着

性がないので受精卵は流下しながら帰化する。そのた

めに流程の短い水系では繁殖て・きず，現在までにこれ

らの種類の確実な天然繁殖の例は利綬川水系だけであ

る。タイリグパラタナゴはアジア大陸東部や台湾が原

産地であり， 1945年ごろに利根川水系でb見られるよう

になり， 5年後には霞ヶ浦一帯で自然繁殖している。

鑑賞用としても移入されたこともあるが，ソウギョの

種苗に混入していたとし、う説が有力である。

カダヤシは原産地が北アメリカ東南部の胎生メダカ

のl種である。日本にはアメリカ政府の勧めで1913年

に台湾を経由して沖縄にはし、り ，国内には1916年ごろ

に移入されている。本種は日本各地で局地的な分布が

みられ，神奈川県内においてもまだそれほど広範囲な

水域での分布状況は知られていない。ただし三浦半島

の内水面においては，かつてのメダカの分布域に近年

は広く繁殖している。グッピーは筒アメリカ（ベネズ

エラ ・パノレパドス島 ・トリニダード烏〉原産のカダヤ

シなどと同じ胎生メダカで， 日本には主に鑑賞魚、とし

て輸入（1920年代〕されたものである。 1960年代のグ

ッピー飼育ブームがさらに起因し（Ji／端，1985〕，現

在では南西諸島の河川｜や各地の温泉地の水路などで野

生化している。水温が25°C以上であれば周年産仔す

る。

ペへレイはアノレゼンチン ・ウノレグアイ ・パラグア

イ・ブラジノレ南部の淡水およひ’汽水域に生息するトウ

ゴロウイワシ科の1種で， 日本へは神奈川県が1966年

に初移入している。主として食用目的で養成してお

り，近年では他県へも分与している。

チョウセンプナは1914年に朝鮮より移入され，当時

は関東，東北部を中心として各地の池や水田て会繁殖し

ていたようであるが，環境庁自然保護局（1983）の記録

では宮城 ・福烏 ・栃木 ・群馬 ・埼玉 ・新潟 ・l岐阜 ・愛

知 ・島根 ・徳島の各県に分布するとされていた。しか

し1988年の環境庁による動植物分布調査報告告 （淡

水魚類〉では長野・岡山の両県だけに分布することに

なっており，分布水域が近年て1ま極めて減少している

(1981年度の実施調査による〕。移入目的はおもに鑑賞

魚、としてであったようである。

カムノレチーは1920年に朝鮮から移入され各地で繁殖

が確認されてきた。本穫の移入経路は明確ではない

が，同属のタイワンドジョウ （Channainaculata）が

1906年に展示出品用として導入されており，その後逸

出したものが自然繁殖している経過があるので，ほぼ

同様な状況にあったものと推定される。内水面のおも

に止水域に生息し，魚類 ・甲殻類 ・両生類などを悪食

するので分布の拡散が心配されていた。しかし大量に

増える傾向はなく，本種の外観があまり好まれないこ

ともあって，神奈川県内でも稀に記録される程度であ

る。

オオクチノ〈ス（ブラック ・パス）は神奈川県の内水

面をはじめとして近年では猛烈な勢いで全国的に分布

範囲を広げている北アメリカ原産の1種である。 移入

の目的は遊漁が主であり，1925年に神奈川県芦ノ湖に

初放流された。現在も各地の内水面に放流され統け，

悪食と繁殖力の強さから放流された水域では在来種

の消滅の可能性が危ぶまれている。日本の内水面で、は

今最も慎重に放流に関して考えられなければならない

帰化魚、である。ブノレーギノレ（プノレーギル ・サン ・フィ

ッシュ〕はオオクチノくスと同様に北アメリカからの移

入種で，1960年に静岡県一碧湖に初めて試験放流され

た。神奈川県内でもオオクチパスほどではないが，

内水面のいくつかで分布が確認されている。 全国的に

もオオクチノ4スほど遊漁人気がないので爆発的な分布

域の拡散はないと思われるが，各県での記録が少しず

つ増加していると言ってよい。

チカダイ（イズミダイ，ナイル ・カワスズメ〉は原

産地がアフリカのナイル川流域で，日本には1962年に
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エジプト（アレキサンドリア水族館〉から同属のジ

ノレ ・ティラピア（Tilapia zit/ii〕と一緒に淡水区水産

研究所に送られたものである。温水養殖されたものが

食用にされ， 現在では各地で利用されている。 10°C

以下では生存できないので，天然水域てすま温泉地の水

路や南西諸島の内水面に分布する。沖縄県の河川には

アフリカ原産種で1954年にタイから輸入されたカワス

ズメ （Ti／.ゆiamossambica）が自然繁殖している。鑑

賞魚、としてもカワスズメ科魚類は大変人気のある淡水

魚、である。

0圏内種

（宮地ほか，1976；益田ほか， 1984から天然分布域

を示す〉

ヒメマス ：阿寒湖 ・チミケップ湖（網走）I［〕に分布。

ワカサギ ：利根川と島中良県以北の本州と北海道に分

布。

オイカワ ：信濃川 ・利根川以西の本州、｜と九州、｜に分布。

神奈川県の河川には主として琵琶湖産アユの放流に

起因。
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ハ ス：琵琶湖と淀川水系に分布。琵琶湖産アユの放

流に起因。

ワタカ ：琵琶湖 ・淀川水系に分布。

タモコロ ：fi1；島県 ・新潟県以西の本州 ・四国 ・九州、｜

（宮崎 ・鹿児島県をのぞく〕に分布。

ホンモロコ ：琵琶湖に分布。

イトモロコ ：琵琶湖をのぞく淀川水系，山陽 ・四国の

瀬戸内海側，筑後川を中心とする北九州と長崎に分

布。

スゴモロコ ：琵琶湖，木曽川 ・長良川水系に分布。

ツチフキ ：淀川以西の本州と九州北部に分布。

ゼゼラ ：長良川 ・淀川｜・ 旭川｜（岡山県〕水系に分布。

ヒガイ ：愛知県（蛍；Ji［）以西の本州、｜と筑後川を中心と

する九州北部に分布。

シロヒレタピラ ：琵琶湖 ・淀川水系と 泌尾平野に分

布。

アカヒレタピラ ：本州中部以北の日本海側に分布。

ゲンゴロウプナ ：琵琶湖に分布。



神奈川県帰化魚類の経過と現況

文中の襟本は，次の機関に保管されている。

HCM 51：平塚市博物館魚類資料。

ONM-P：箱根町立大涌谷自然科学館魚類資料。

YCM P：横須賀市博物館魚類資料。

・外来種

0ヨーロ ッパウナギ

多部回ほか（1979〕により藤沢市の引地川で採集さ

れた（1977年2～4月〕大型のシラスウナギが本種で

あったことが報告されている。近年本種の種苗は県内

の各地てる放流されているので，それらの放流種苗の河

口湖上によるものと推定できる。以後，本種について

の報告はないが，多部田らの聞き取りによれば引地川

の他にも，平塚市相模川河口から鎌倉市神戸川に至る

いくつかの河川においても，同様な大型のシラスウナ

ギが認められたとL寸。また酒匂川と相模川では，本

種の種苗を放流したという（神奈川県水産指導協会，

1978）。

Oニジマス

芦ノ湖へは，1910年に初めて放流された。しかし初

期の放流量に少なく ，1970年になって初めて放流量が

1トンを越えて以来急増し，1982年には38トンも放流

されている（石原ほか， 1985）。県西部地域では， 千

歳川，白糸川，須雲Ji!, 早川， 芦ノ湖，酒匂川水系

（狩Jil，鮎沢川， 河内川， 中津川など〕に養殖魚、の放

流が行われている。聞き取り調査では，酒匂川支流の

滝沢川での繁殖例があった。 1988年8月21,31日に酒

匂川支流中津川の寄沢で，全長103～1167117/lの自然繁殖

と思われる 3個体が，山崎 泰・鈴木理文両氏によっ

て得られている。ただしこの周辺では， 稚魚、の放流も

行われており， これらの放流魚、との区別は困難であ

る。芦ノ湖でも湖岸で産卵した例はあるが，繁殖の可

能性はほとんどない。繁殖例も少なし帰化と呼べる

かどうか疑わしいが，魚、食性であることと量的に多い

ことで無規できない存在である。

相模川水系てφは，丹沢山地に多くの養魚、場やマス釣

り場があって，盛んに養殖が行われ中津川，平戸川な

どの上流部に放流も行われている。相模湖，津久井湖

などでも漁獲されることがある。しかし，自然繁殖し

ているかは不明で，神奈川県水産指導所ー（1957）は，

中津川水系ではその可能性が強いとしているが，確実

な証拠は得られていない。小林ほか（1981）も，県内

での自然繁殖の可能性は極めて低いとしている。

花水川水系て引は秦野市袋毛（秦野自然研究会，1985〕

伊勢原市西富岡（木村，1988）で採集された例がある

が，これらの地点にも上流にマス釣り場があり，そこ

から流下してきたものと思われる。

0スチールヘ ッド ・卜ラウ ト

本種はニジマスの降海型であり， 1985年5月8日に

三浦市金田漁港で1個体（YCM-Pl5162）が採集され

た（林 ・石原，1986〕。ニジマスは現在各地で放流が

盛んであるが， 自然繁殖を している例はあま りない。

本個体は夏期降海型に相当し，早川，猶匂Ji／，相模川

などの水系からの降河が推定される。今までも本種の

内湾での採集例はほとんどなL、。

0ブラウン ・トラウ ト

芦ノ湖へは，1972年9月10日に箱根町と姉妹都市を

結んでいるカナダのアルパータ州ジャスパーから1000

尾が寄贈され，放流されたのが最初である（芦之湖漁

業協同組合， 1972〕。その後は，山梨県富士吉田市で

生産された養殖魚、や， 芦之湖漁業協同組合でふ化させ

た稚魚、が放流されており ，1988年には 2685kg〔34460

尾〉が放流されている。早川上流では， 芦ノ湖から流

下した成魚、がしばしば観察され， 1985年12月1日にも

仙石原で全長5157117/lの雌を確認した。しかし，早川本

流は焔類の繁殖ができる水質で与はなく，繁殖は認めら

れなかった。

酒匂川上流の丹沢湖では， 1985年1月に 1尾が採集

されている〔作中ほか，1986）。

Oカワマス（フノレック ・トラウト〕

箱根へは， 1929年にアメリカ産640000粒，日光の光

徳沼産27000粒が移入された。これを当時の仙石原解

化場でふ化させた後に，早川上流へ90000尾，芦ノ湖

へは99700尾が放流されている（前回，1929）。聞き

取りによれば， 1963年頃には早川上流でしばしば釣獲

されていたというが， 自然繁殖が続いていたのかど

うかは不明である。 芦ノ湖での近年の状況は，養殖さ

れたニジマスやブラウントラウ トに混入して放流され

ており，1979年に野l崎茂則氏が，釣獲した会長2557117/l 

の個体（ONM-POOJ.l）のほか，年間に数個体釣獲さ

れる程度で湖内での繁殖は確認されていなL、。

Oソウギョ

箱根では， 1973年頃に仙石原の貯水池（イタリ池〕

の水草を除去する目的で，300尾が放流された。除草

効果は極めて高く繁茂していたヨシなどの水草は完全

に姿を消した。 1977年に安藤隆氏が全長57Clllの個体

を釣獲したが，その後次第に減少し現在では少数が生

息している程度である。
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相模川下流では，相模川第二漁業協同組合によっ

て，1970年代後半に埼玉県から取り寄せられた種苗

600尾が放流された事例があるとしづ。放流した当初

は稀に捕獲されることがあったというが， 定着はして

いなし、。 1976年10月に厚木市河原口で採集された体長

21cmの個体（HCM51 114〕が平塚市博物館に保存さ

れているが（浜口， 1982),これより大型の個体はほ

とんとみられないとし寸。

鶴見川水系でみは， 1984年7月19日に横浜市港北区綱

島で体長 170mmの個体がl尾採集されたのが最初で，

コイの放流に伴って移入されたと考えられている（横

浜市公害研究所，1986）。その後の記録はなく ， また

本種の発生過程からすると，この地域での再生産は考

えにくいが， 今後もコイの放流や飼育魚の放棄などに

より一過的に出現する可能性は充分にある。

。ハクレン

ソウギョ と同じく中国大陸原産の大型淡水魚で，相

撲川水系てやは，相模川第二漁業協同組合が，1970年代

後半に埼玉県から取り寄せた種苗600尾を放流した事

例があるとしづ。平塚市四之宮では，体長48CID・52CID

のもの（HCM51 594; 595）が採集されており，放流

したものが生育していることは確かだが，その産卵習

性からみて，ソウギョと同じく自然繁継の可能性はな

いであろう。県内の他の水系からの記録はない。

0タイリ クハラタナゴ

戸ノ湖lへは，1977年に山中湖からオオクチノくスやエ

ピ類を移入した時に，混入して放流されており，一部

は大1ii'J谷自然科学館てユ飼育されていたc芦ノ湖には産

卵床となるドプガイが生息しており，繁殖しても良さ

そうなものであるが，その後全く採集されず，1985年

にl個体採集されたのみである。

酒匂川では，小田原市西成l沼で1984年9月に 1個体

採集したが，付近にはイシガイ科の貝類は全く発見で

きず，繁殖の可能性は下明である（石原ほか，1986）。

相模川水系て’は，寒川取水堰でシ比較的よく採集され

た例があるが，他では稀で，厚木市下依知の記録があ

る。 相模川第二漁業協同組合の諸伏平造氏によれば，

1975年前後に利根川から淡水貝（カラスガイ？〉を取

り寄せて放流したことがあり， それはタナゴ類の移入

も目的であったとし寸。 TE水川水系からの記録はな
L、。

鶴見川水系では，鈴木（1984〕が1982年11月に中流

域から記録したのが最初である。その後，河川本流域

からの記録はなく，また本流には産卵床となる二枚貝
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が生息しないので今後の本亜種の出現は一過的なもの

となることが予想される。一方， 横浜市緑区奈良町の

本山池にはゼニタナゴとその産卵床になるドブガイ も

生息していたが（秋山ほか，1982，木村ほか， 1983),

1983年8月26日に初めて本亜種が1尾採集され，セ・ニ

タナゴ生息への影響が懸念された（木村ほか， 1984〕。

1985年10月には，本種の稚魚、4尾 〔YCM-P17686）が

採集され，池中で再生産していることが明らかになっ

た。この時，ゼニタナゴ成魚1尾も同時に採集された

が， 仔稚魚、の生息は全く認められなかった。この池は

現在， 玉川大学：の所有地となっており， その後の2種

の動向は不明てもある。

0カダヤシ （タップミノー〕

葛川水系てやは，足柄上郡中井町井ノ口の厳島神社で

1985年2月27日に3個体採集した （ONM-P462）。採

集地点には湧水があるため，当日の水温は 13.3。Cで

あった（石原， 1985）。

相模川本流と花水川水系にはメダ力が産する場所が

皆無であるが，それに代わって本種が増えている訳で

はなく，僅かに平塚市岡崎（浜口・林， 1983〕と秦野

市鶴巻 〔秦野自然研究会，1985）で生息、が確認されて

L、るだけである。 秦野市鶴巻の生息地は， 菩i皮川の支

流の家庭排水が流れ込む下水状の水路で， 1980年頃は

本種が多数観察された。しかし， その後付近が宅地開

発されたので現在は生息していないものと恩われる。

三浦市での本種の分布については， 1956年頃から記

録があり，横須賀市佐原の用水路や平作川につながる

湿地帯から初めて採集されている（林，1973; 1976）。

1960年頃には平作川下流域の用水路や湿地帯には完全

に定着を した。1971年頃には分布域が三浦市の内水

面にも拡がり，メダカとカダヤシが共存する水域（三

浦市初声の障子Ji／〕が確認された〔神奈川県立横須賀

高等学校生物部， 1971；堤ほか， 1978）。その後はメ

ダカが分布していた水路からメダカが消失したり，本

種と入れ代ったりして多くの水域に本種が分布するよ

うになった。メダカとカダヤシの繁殖戦略の差によ

る生活環境の交代ということが推測されるが，近年の

水路環境の悪化を考えると，水質などを含めた諸環境

への適応範囲がメダカよ り本穫の方が優れていたため

と考えている。現況では以前より本種の分布域が後退

しており，むしろメダカの生息水域が復活している傾

向がある〔林， 1983，鈴木，1987）。

横浜市内では， 1953年7月に金沢区で梅原一晃氏に

より本種が採集されているという（林，1973〕。



鶴見川水系では， 1970年頃より主に中流域から河口 イの例のように特殊な条件下では，あるいは越冬が可

域にかけて記録されている。和田ほか（1974）は関東 能かも知れなL、。

地方におけるカダヤシとメダカの分布について調査 Oべへレイ

し，その中でも本水系の横浜市港北区から鶴見区に 芦之湖漁業協同組合によると，芦ノ湖へは1974年か

かけては生息数が多いことをあげている。岩田ほか ら1977年にかけて， 合計27,500尾が放流されたとい

(1979〕も河口干潟のガマ群落内から本種を記録して う。 しかしながら放流効果は上がらず，以後放流は中

おり，稚魚、も多く確認していることから， 再生産の可 止されている。

能性を示唆している。ただしこの水域は最近，淡淡工 酒匂川上流の丹沢湖では， 湛水2年後の1980年から

事により環境が改変されたため，現在もなお本種が生 放流が始められ， 1982年までの3年間に179,700尾が

息しているかは不明でトある。一方，中流域での記録は 放流されている（作中ほか， 1984〕。放流はその後も続

L、ずれも少数個体の確認例が多く， この水域での再 けられ，大量定着に期待がかけられている。

生産は疑問視される。また， 1988年11月28日に横浜市 相模川水系てオま，1967年10月に 600尾が津久井湖に

緑区新治町で発見された生息地は，水深 2cm程の小さ 放流され，その後も同湖への放流が続けられた。 同湖

な休耕田であるが，稚魚、から成魚、までかなりの密度で で成長したものが漁獲されることはあるものの，自然

生息していた。河川改修が進んだ本流よりもむしろ今 繁殖の確実な証拠は得られていないよ うである。現在

後，移入の機会さえあれば， このような生息地が増え は県淡水魚増殖試験場による放流は行われていないが

るかも知れない。 相模川第二漁業協同組合が下流の平塚市東八幡付近で

Oグッピー 放流を行っている。 1975年9月3日には平塚市四之宮

酒匂川水系てもは，小田原市富水の用水路と同市山下 で体長31Cmの個体（HCM-51ーのが採集されたが，こ

を流れる 浮気川に生息している （石原ほか，1986〕。 れが当時としては最下流での記録であった。

富7）＜.の生息地は明治製薬足柄工場から出る温排水に生 Oチョウセンブナ

息しており， 1983年8月5日に長峯嘉之氏と共に調査 宮地ほか〔1976〕は， 本極の生息地と して相撲川の

した時には800m程下流の用水路一常にまで多数生息 名をあげているが，具体的な産地は不明である。

していたが， 冬期には激減する。また採集者が増え減 三浦半島では， 1921年（大正10）～23年（大正12)

少しているらしい。浮気川の生息地は富士フイノレム足 にかけて，久里浜地区の八幡JI!c現在の平作Jlj）水系
柄工場の温排水が流入するが，水源が湧水のため水 につながる水田水路で、繁殖していたことがわかった。

質は良好である。夏期の個体数は非常に多く，また冬 川崎市在住の榎本八郎氏の情報によれば，鰭の形状や

期の水源も高いため（1986年1月21日， 17.5°C），冬 水面にたくさんの気泡を出すとしづ特殊な生態から本

でも多数生息してしゅ。浮気川から取水している用水 種であることはまちがいない。水1 ：~i飼育て。楽しみ， 当

路を伝って流下するものもあり，1987年1月11日にも 時はチョウセンプナと呼んてやいた。その後，あまり見

狩川沿いの用水のオーバーフローで採集した。 夏期に かけないこの魚、の大量繁継に疑問を持っていたところ

は狩川へも拡散し，1988年9月4日には8回下流の酒 関東大震災が起こり，以後本種を「地震プナ」 と呼ん

匂川本流でも採集した。 しかし 耐えう る最低水温は でいたそうである。震災後はあまり三浦半島に来られ

14° c付近のようで， 冬期には分布域が収縮する。従 ることもなかったので，その後の本種の衰退経過は不

って工場の温排水に依存して生息しているものと考え 明という ことである。

られる。本州での生息地は主として温泉地であった 鶴見川水系てるは，中村（1955）の報文中に本穫が生

が，今後は工場の温排水に生息する例も増える可能性 息していたとL寸記述があるカむ 現在では全く見られ

がある。浮気川では1967年の記録がある（米山氏私信〕。 ない。

鶴見川水系では，1986年8月16日に雄l尾，8月29 0カムルチー （ライギョ〉

日には雌1尾がそれぞれ採集されている〔木村ほか， 相模川＊系への移入の経緯は明らかではない。 寒川

1986）。雄の個体は轡絡が大きく，体色も鮮やかでみ飼 取水堰では時々漁獲され，体長30＇.：皿以上の個体も多い

育されていたものが人為的に放流されたものと考えら ので，自然繁殖している可能性が大きい。 寒川取水堰

れた。本種は低温下では生息できないため，通常の場 より下流では1980年頃には漁業者が困るほど多かった

合この地域の河川での越冬は不可能であるが，チカダ こともあったというが，現在はほとんどいなくなった
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とL、う。花水川水系での記録はない。 50尾〉が移入されている。園内て。最初に移入された芦

三浦半島では， 1961年9月26日に，横須賀市久里浜 ノ湖は，標高723mにあるカノレデラ湖で， 在来の魚類

の用水路〔平作川水系〕で成魚1個体が野外で採集さ が少なかったことや， J吉之湖漁業協同組合による放流

れた事例が最初である。その後も1971年に横須賀市北 事業により水産資源が維持されていることもあって，

久里浜で（YCM P401T), 1974年に横須賀市津久井で 本種は水産上重要な魚種となっている。しかし柏原 ・

(YCM-P400T）それぞれ成魚、1個体が採集されている。 森（1988〕や秋111(1988）で紹介されているように琵

両個体は共に増水時に用水路や水団にとり残されたも 琶湖では食害を引 き起こし，在来の魚類や内水面t~＇.業

のである。 1975年には横須賀市船越町の防火用水H~iか を危機に陥れている。規模の大きさこそあれ，似たよ

らの採集記録があり，人為的な放流によるものである。 うな問題は他でも起こっている。

それぞれ放流目的は不明であるが，おそらくは鑑賞用 酒匂川上流の丹沢湖では，1978年に湛水を開始し，

として飼育されていたものの放流であろう。現況では 湛水前には本種の生息は認められなかった（作中ほか，

その後当地域て、の分布記録はない（林， 1973;1987〕。 1981 a）が， 1980年にはもう釣獲されている（作中ほ

鶴見川水系では， 1979年7月25日に横浜市教育委員 か，1982）。おそらく滋水と同時に釣り人によって持

会〔1980）が港北区の丸沢池で記録している （原文で ち込まれたと考えられる。

はライギョ）。ただしこれ以前にも 生息していたとい 相撲川水系て曹は，相模湖，津久井湖，寒川堰などの

う情報も多く，この地域への移入時期は不明である。 止水域に多く生息している。西原 ・村山（1972）は津

その後，神奈川県立了11ケ尾高等学校生物部により 1986 久井！こ湖への移入時期を1960～63年頃と推定してL喝。

年7月8日に体長201mmの個体l尾が横浜市緑区市ケ 花水川水系には侵入していないようだが，秦野市の

尾の黒須田川で採集されている。また横浜市中区の本 震生湖には多数が生息し，釣りの対象となっている。

牧市民公園の池では，1987年4月4日に休長70cm程の 三浦半島でのオオクチノくスの分布確認は1985年11月

個体を 1尾確認している。いずれも1個体の確認例で 頃であるが，実努にはこれより以前にも放流されてい

あり，繁殖に関する情報は得られていない。 たと推定できる。著者の一人である林が，初めて確認

Oオオクチハス （プラック ・バス） したのは，横須賀市太田和地区の松越川水系てや採集さ

原産地は北アメリカ南東部であるが，移殖の結果， れたものである。河川改修工事の時に，全長40～50cm

現在では北アメリカ北部を除き，ほぼ全域に広がって の個体が30尾ほど工事担当者によって採集され， 水t•Mi
L、る。日本へは，1925年に赤星鉄馬氏によってカリフ 飼育されているものであった。 現況は葉山町の森戸川

オノレニアナ｜、｜サンタローザ産が芦ノ湖に移殖された。当 水系〔情報のみで未確認〉，三浦市の小松ケ池などに

時芦ノ湖に放流された数は80尾〔他に庭池に10尾放養 も生息しており， 定着による繁殖であることからさら

されている〉であるが順調に繁殖し1930年には長崎県 に分布域は拡がるものと推定される〔林，1983）。

白雲の池に移殖が行われている（松井 ・所沢， 1970）。 鶴見川水系では， 1981年10月および12月に横浜市港

芦ノ湖に移殖された当初から害魚、となりう ることが指 北区港北ニュータウン内の近隣9号公園の池で採集さ

摘され，神奈川県や地元では，芦ノ湖からの生魚、の持 れたのが最初である（福嶋 ・水尾，1984）。 しかしこ

ち出しは禁止していた。にもかかわらず現在では北海 れ以前にも各地の池で生息の情報が得られており， 本

道と東北地方を除く日本全国に拡がっている。これら 水系への移入時期はさらに古い時期であると考えられ

の分布の拡大は，ノレアー釣りが日本でも行われるよう る。その後の調査では，1982年8月に横浜市緑区黒須

になってから起こった，釣り人による私的放流による 田町の刈又池，川崎市麻生区早野の竜ケ谷池〔木村ほ

結果である。箱根では芦ノ湖はもちろんのこと，早川， か，1983），横浜市緑区寺家町の熊野池 ・むじな池（新

イタ リ池，お玉ケ池で繁殖が確認されている。芦之湖 井，1987），岡市緑区在回南の鴨池公園（ 2尾採集， 19

漁業協同組合（1972）によればその後，近親交配によ 86年12月12日〕， ) I ［ ~I崎市麻生区早野の林ケ池〔 3 尾採

る劣化を防ぐため，1972年にアメ リカ合衆国ペンシル 集，1988年9月27日〉，横浜市緑区寺家町の大池（多

パニア州産他5,200尾を移入した。芦ノ湖では，年間 数確認， 1988年11月28日〉など各地の池で確認されて

約7～10万人の遊魚、者があり，資源維持のため，1976 おり，これ以外にも本極が生息する池は多いものと考

～79年に山中湖から，1983年からは琵琶湖産を移入し えられる。これらの池のほとんどで本種は再生産して

ている。 1988年には琵琶湖と牛久沼から2,150kg(8,8 いるようである。 一方，河川の本流での確認例は，横
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浜市緑区川向町（鈴本， 1984〕， 岡市港北区綱島 （横

浜市公害研究所， 1986), 同前c1尾採集；1985年9
月3日〉， 同市緑区市ケ尾町〔2尾採集， 1986年8月

5日〕などがあるが，いずれも採集個体数は少なく，

これら河川本流で再生産しているかは不明である。本

流水域にはほとんどいない。前記の河川本流て山の採集

地点に堰堤の存在などによって流れが緩やかである

が，このような水域での本種の生態は興味深い。

Oブルーギル〔フソレーギノレ・サン・フィッシュ〕

箱根の隣接地の静岡県田方郡函南町では，湯河原町

との境界近くにある池に繁殖しているが，これは1977

年頃に山中湖から持ち込まれたものらしい。 芦ノ湖で

は， 1981年までに何個体か釣獲されたようであるが，

少数の持込だけで繁殖には至らなかったようである。

その後1984年6月に成魚数個体〔ONMP423他〉が釣

獲され，翌1985年には芦ノ湖で繁殖したと考えられる

未成魚、が湖尻で多数釣獲された。これは1984年5月に

琵琶湖からオオクチパスを移入した際に混入したブル

ーギルが繁殖したと考えられる。湖尻では，1986年に

も再び繁殖が確認されると共に，早川l側へ流下した個

体も観察された（石原，1987〕。

相模川水系て、は，土藤・松田〔1983〕により相模原

市田名の砂利穴で少数が確認されている。

三浦半島では， 1973年8月10日に横須賀市長沢の深

谷池〔通称四ツ田池〉で成魚、1個体が採集されたもの

(YCM-P319T）が初記録である〔林， 1973;1976〕。ま

た採集者の談によれば，同池で数日前にも本種が採集

されており，コイ・キンギョ類の養殖池として利用され

ているので，種苗に混入していたものと推定した。19

88年9月三浦市小松池での記録がある（中村氏私信〕。

鶴見川水系て守は， 1973年8月5日に横浜市緑区寺家

町で1尾が採集されたのが最初てやある。その後，横浜

市緑区市ケ尾町（神奈川県立市ヶ尾高等学校生物部川

班， 1980), 岡市緑区竹山団地の人工池（木村ほか，

1984〕，岡市港北区綱島（横浜市公害研究所， 1986),

同市緑区荏田南の鴨池公園（18尾採集，1986年12月12

日〕，岡市鶴見区の三ツ池公園（中村， 1988〕，JIJ崎市

麻生区平野の上池〔1尾確認； 1988年5月〕，同市麻

生区早野の林ケ池c6尾採集； 1988年9月27日）， 横
浜市緑区寺家町の大池〔多数確認， 1988年11月28日〕

などから確認されている。前記のほとんどの池で再生

産しているようであり，各成長段階の個体が採集され

ており採集個体数も多い。また鴨池公園の池では現在

最優占種となっているという（鈴木・ 渡没，1988）。

0チカダイ〔テ ィラピア ・ニロチカ〕

酒匂川水系では，グッ ピーと同じく，小田原市富水

の用水路と岡市山下の浮気川に生息する。いずれも工

場の飼育池から流れ出たもので，成魚、，幼魚、共に観察

されているが，個体数は多くない。夏期は酒匂川本流

や狩川でも稀に採集され，1985年9月18日には富水か

ら約 5km下流で全長83rnmの個体（ONMP519〕を採集

した（石原ほか， 1986〕。 しかし本流て、は厳寒期の水

温が10°c以下になるため，越冬は困難である。箱根
湯本では温泉水を利用して養殖が行われている。

相模川17]<.系てやは，相撲川第二漁業協同組合によって，

寒川取水堰に1984年から1986年にかけて，それぞれ約

1万尾の稚魚が5月に放流された。 1986年には体長13

cmの幼魚、が採集されており，成長していることは確か

だが， 冬期の低温lこ~~＼、本種が越冬していけるかは不

明である。また飯村（1986〕は，海老名耕地用水路で

本種を発見し調査を行っているが，やはり越冬に関し

ては確認していない。

鶴見川水系てもは，1981年10月に横浜市港北区の小机

寝下流で4尾が採集されたのが最初で（中村，1984〕，

その後，岡市緑区佐江戸町の下水処理場放流口付近で

ティラピア属（種不明であるが本極である可能性が高

Lつ2尾が採集された（鈴木， 1984）。 中村〔1984)
は，本種の移入時期，分布状況などを調査し，本水系

への移入時期を1978年頃と推定した。また本水系でトの

定着について下水処理場からの処理水が放流される水

域では，冬期にも比較的水温が高く，このような水域

で越冬している可能性があることを示唆した。木村 ・

上杉（1985）は，さらに本種の分布状況を調査したと

ころ，本極は中流から下流に広く分布していることを

認め，必ずしも下水処理場付近にのみ分布しているの

ではないことを明らかにした。これについて木村と上

杉は，下水処理水以外に河川に直接流入する家庭排水

や工場廃水なども本種の生息を有利にし，さらにこの

ような河川環境の変化だけでなく，本程自体が低水温

に対する適応性を発達させたのではないかと考えた。

神奈川県立市ヶ尾高等学校生物部では， 1985年8月お

よび1986年8月に採集した個体を冬期もヒーターを用

L、ずに飼育し，またこれを親魚、として水間内で繁殖に

成功している。著者の一人の木村は，同校生物部の部

員とii!h力して調査を継続しているが，定着に関する確

実な結果は得られていない。今後，越冬期の分布域か

ら夏J!Jjの分布城への拡大過程，成長段階による低水温

に対する適応性の差などを考慮し，本穫の本水系での
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生態，在来種への影響など，さらに調査を要するであ

ろう。

．国内種

Oヒメマス

芦ノ湖には1909年に十和田湖産のものが初めて移殖

された。秋には成熟した成魚、が明神川にi朔上する。本

種は冷＊－の湖に生息するため，富士山と立山を結ぶ線

より南にある湖てやは水温が高すきて，生息できないと

いわれている。 芦ノ湖は，本種が生息できる最も南の

湖ということになる（石原ほか， 1986）。

Oワカサギ

芦ノ湖では，1918年以来霞ヶ浦産のものが何度も移

殖され， 1926年頃より漁獲され始めた。湖内で 自然

繁殖しており， 3月頃から産卵期lこl品、り，産卵後に

は成魚、の多くは弱って死亡する。現在も毎年大量の卵

を移入しているため，自然繁殖の割合がどの程度であ

るのかは不明である〔石原ほか， 1986〕。

相模川水系では，山中湖，相模湖，津久井湖に漁業

資源として放流されている。湖から流れ出たと思われ

るものが，津久井郡城山町小倉（HCM51 54）や相模

原市田名（HCM51 64）で漁獲された例がある。

花水川水系では，河口で採集された例〔HCM-51-6

87〕があるが，その由来は不明である〔浜口・林， 19

83〕。

Oオイカワ

芦ノ湖では， 1953年に 300kgの漁獲がある〔松井・

所沢， 1970〕が，移入の経路は不明である。仙石原で

の聞き取り調査では，昭和20年代には芦ノ湖のトウゴ

測で産卵が見られ，「モロツコ」と呼ばれていた。

j酉匂川水系では，アユの放流に伴って侵入したとさ

れており，少なくとも1955年には広範囲に拡がってい

たようである（豊田，1956〕。

中村川水系などのように漁業権の無い川については

侵入が遅かったようで，同水系て引は1984年に初めて繁

殖を確認した（石原， 1985〕。

相模川水系では，個体数の最も多い魚種の一つだが

在来の魚、ではなく，アユの放流に伴って琵琶湖水系か

ら移入されたものであると考えられている。平塚市馬

入などでは本種を 「ビワコ」と称しており，そのこと

も本種が帰化種であることの傍証になろう。

花水川水系でも個体数は極めて多い。 1982年6月に

平塚市岡崎の普波川の浅い流れで多くの個体が集合し

て産卵していた観察例がある。
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三浦半島での本種の分布は 1978年頃まで記録がな

く， 1979年7月16日になって葉山町森戸川の上流域で

3個体が初めて目視観察された（林・長峯， 1981）。

その後は葉山町下山川，逗子市田越川などにも数多く

生息することがわかった。現況では森戸川において産

卵光景が確認され，生息数も増加の傾向がうかがえる。

三浦半島には元来分布していなかった種類であり，人

為的な放流によるものと思われるが，正確な移入経路

は不明である。

鶴見川水系での分布が自然分布であるか，移殖によ

る分布であるかはよく分かっていない。仮に後者であ

るとしても，その移入時期はかなり古いものであると

考えられ，少なぐとも昭和初期には生息していたよう

である．記録上最も古いものは， 1976年に横浜市公害

対策局（1978〕が横浜市緑区寺家町付近で採集したも

のである。その後の調査で中流から上流にかけて広く

分布していることが明らかになり（木村ほか， 1984〕，

中流域では最も普通の種類である。河川改修が行われ

て平瀬が長距離にわたって続くような場所にも多く，

都市河川の環境変化に適応した穫といえる。

Oハス

相模川水系では，アユの放流に伴って琵琶湖水系か

ら移入されたと考えられている。相模湖（安藤ほか，

1985〕， 津久井湖， 城山町小倉相模原市田名，厚木市

下依知，平塚市四之宮（浜口，1982）で採集された記

録がある。河川域での個体数は少ないが，中下流に広

く分布している。津久井湖では，1981～82年にかけて

1,378尾の漁獲があった（安藤ほか， 1984〕とされて

いるが，放流による一時的な出現であるのか，繁殖に

よるものなのかについては明らかでない。

花水川水系では記録がない。花水川水系は漁業権が

設定されておらず，漁業協同組合がないのでアユの放

流も行われていないが，そこに本種が生息していない

ということは， 本種がアユの放流による移入種である

ことの傍証になる。

0ワタカ

県内では，相模川水系の津久井湖からのみ記録され

ている（斎藤， 1984〕。 琵琶湖産のアュに混入して，

移入されたものと考えられる。

0タモロコ

神奈川県教育委員会（1973）は， 酒匂川水系の左岸

の水団地帯〔桑原 ・成田・飯泉〕に 「モロコ」が多産

するとしている 林ほか（1984〕はこれを本種と推定

している。また勝俣 〔1956）の酒匂川の魚類目録の中



にホンモロコの名があるが，本水系の環境を考慮、する

と，本種である可能性が高い。現在，酒匂川下流や狩

川およびその支流や用水路に多産する。

小田原市森戸川水系，中村川水系，葛川水系不動川

にも分布する。中村川および不動川への移入は遅く，

1984年になってから生息が確認された（石原， 1985〕。

相撲川本流では，あまり多くないが，厚木市河原口，

相模原市田名，平塚市大神などで記録がある。用水路

などには普通に見られる。 本水系への移入の経路につ

いては不明である。

花水川水系でも各地に普通に見られ，個体数も比較

的多い。

鶴見川水系での正確な移入時期や経路は不明である

が， 1976年8月に横浜市緑区寺家橋付近で採集された

のが記録上で最も古いものである〔横浜市公害対策局，

1978）。ただし聞き込み調査では， これ以前にも各地

で生息の情報が得られており，移入時期はさらに古い

ものと推定される。移入経路と しては， 1941年1月に

東京府水産試験場〔現在の東京都水産試験場〕が大阪

府産の種苗6万尾を隣接水系てもある多摩川＊系に放流

しており〔中村， 1955〕， ここから二次的に移入され

た可能性が考えられる。現在では本流上流から下流，

支流，池など広範囲に分布し，再生産もしており ，本

水系の魚類相の構成種としてその位置を確実にした。

Oホンモロコ

県内では，相模川水系の津久井湖（安藤ほか，1984〕

および相模湖（安藤ほか，1985）からのみ記録されて

L唱。本種は琵琶湖特産種であり，琵琶湖産のアユに

混入して移入されたものと考えられる。 i魚、獲量も少な

し両湖で再生産しているかは不明である。

0イトモロコ

相模川水系では，中村 ・相津（1978）によって相模

原市田名からの記録が報告され，アュの放流に伴う移

入と推定された。平塚市博物館には，1977年9月に厚

木市河原口で採集された標本〔HCM51 584〕も保存

されている。また工藤（1984〕は前記の地点の他lこ，

津久井郡相模湖町，同郡城山町下河原，相模原市磯辺

の3地点にも本種が分布し，自然繁殖をしていること

を報告している。

0スゴモロコ

県内では，相模川水系の相模湖からのみ記録されて

L、る（安藤，1985〕。他のモロコ類と同様に琵琶湖産の

アユに混入して移入されたものと考えられる。

相模湖および津久井湖は，琵琶湖産アュと共に多く

の魚、種が移入されていることは明らかであり，両湖の

漁獲物を精査すれば，さらにこのような魚種は増える

であろう。

0ツチフキ

県内では，相模川水系からのみ記録されている（工

藤 ・松田， 1983）。相模川についても，僅かに相模原

市田名の砂利穴から少数が確認されているだけに過き

ず，再生産しているかは不明である。

Oゼセラ

相模川水系てやは，作中ほか（1981b〕が厚木市戸田

で1尾を採集したのが最初である。その後，安藤ほか

〔1984〕は，津久井湖で1982年3～5月に 3尾を採集

している。また工藤（1984）は，相模原市田名の砂利

穴において，1983年の夏季に本種の大発生を確認して

L、る。 本種は1年性魚類であるため，一時期にある程

度のまとまった個体数が移入されなければ定着にはつ

ながらないであろう。

0ヒガイ

箱根では， 芦ノ湖に生息しており湖岸に普通に観察

される。文献上の記録は近年になってからで，1972年

以後に現れる。しかし芦之湖漁業協同組合では， 1972

年にヒガイの産卵用の二枚貝を霞ヶ浦から移入してい

ることや，神奈川県（1970〕の箱根町集団施設地区計

画調査報告書中に本亜種の写真があることから，本亜

種の出現は文献上の記録をいくらかさかのぼるものと

思われる。しかし，芦ノ湖にはマツカサガイ， ドフガ

イが古くから生息しており，本亜種が移殖されればす

みやかに繁殖したであろうことから， 芦ノ湖へは比較

的新しい時代に他の放流魚、に浪人してもたらされたも

のかも知れない。なお，芦ノ湖へは1976年にも山中湖

から他の雑魚、と共に移入されている。

相模川水系では，山梨県下の山中湖に生息し，岡県

上野原町松留においても採集例がある（浜口，1978）。

神奈川県域では厚木市戸田で1尾（作中ほか， 1981a〕，

津久井湖で1尾（安藤ほか， 1984〕，相模湖で2尾（安

藤ほか， 1985）がそれぞれ採集されているが，再生産

している可能性は少ない。

0シロ ヒレタビラ

相模川水系ではアユの放流に伴い移入された可能性

が強く，相模湖では古い記録がある（中野ほか， 1949〕

ほか， 1976年11月に2個体〔HCM--5191〕が採集され

た例がある。

0アカ ヒレタヒラ

鶴見川水系て、は， 1986年9月19日に神奈川県立市ケ
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尾高等学：校生物部によって，横浜市緑区市ヶ尾の黒須

田川合流点で全長 印刷の縦〔YCM-Pl7796）がl尾採

集された。タイリ クパラタナゴの項で述べた通り，本流

域には，タナゴ亜科の産卵床となる二枚貝が生息しな

いので定着する可能性はない。

0ゲンゴロウブナ

芦ノ湖へは1967年に大阪市から移殖された。遊漁の

対象として人気がある（石原ほか， 1986）。

相模川水系では，釣りの対象魚、と して軍基んに放流が

行われており，特に相模湖，津久井湖，寒川取水堰な

どの止水域て9は定着しているようである。形態的にギ

ンブナなどとの中間的な体型を した，俗に半ベラと呼

ばれるタイ プのものも見かけることがある。

花水川水系では，浜口 ・林（1983）や木村（1988〕

の調査では記録されていないが，おそらく生息してい

るであろう。

三浦半島の内水面に生息する本種の分布経路は不明

である。現状でも横須賀市沢山池に代表されるいく つ

かの泌淑用水池を利用した釣り堀に多くみられ，これ

らの場所では積極的な放流が行われている。しかし，

河川からはほとんど採集されない。

鶴見川水系での正確な移入時期は不明であるが，秋

山ほか（1982）が横浜市緑区市ヶ尾，岡市港北区綱島

から記録したのが記録上で最も古いものである。ただ

し本穫は前記の通り釣り魚、として親しまれているた

め，これ以前にも釣り人による放流や流域の釣り堀か

らの逸脱などによって自然水域に出現していたものと

考えられる。その後，横浜市緑区下谷本町，同区北八

朔町（木村ほか，1983〕， 同区奈良町子供の国内の白鳥

湖（桑原 ・原因，1988〕，同区寺家町の大池（多数確認，

1988年11月28日〕から記録されている。主に池や中流

から下流にかけての堰提付近の緩流部などに分布して

し、るが，これらの生息地で再生産しているかは不明で

ある。

まとめ

神奈川県に分布する帰化魚類は大別すると， 1）水産

資源として移入し，養殖 ・移JI直が行われてきたもの，

2）鑑賞用と して移入されたものが飼育放棄されたり，

自然流出したもの3〕遊漁対象と して移入され，各地に

放流されてきたもの， 4〕主に1）の目的で移入された魚

種に混入して渡来したものなどがある。外来種はこの

4経路のどれかに相当する。カダヤシについてはもと

もと日本への移入目的が防疫用（特に沖縄県〉であっ
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たが， その後の各地への拡がりは主として鑑賞用であ

った。県内でのカダヤシの初期出現経過は不明である

が2〕としての可能性は高い。 外来種の県内の繁殖現況

は， 0・3〕の種類が安定または増産傾向にあり， 2〕の

種類については近年分布記録がなかったり， 全域での

減少傾向が認められる。3〕の種類についても県内では

繁殖拡大の傾向はあま り認められないが，タイリクパ

ラタナゴは全国的には分布範囲が拡大しており， 在来

の近縁種との交雑が起きている。

園内種の帰化（広義の解釈〕については， 1）水産資

源として在来分布域から移殖したもの， 2）遊漁対象と

して移殖し，自然繁殖を しているもの， 3）アユの種苗

に混入し，放流されたものの繁殖例があげられる。県

内では1）はヒメマス，ワカサギ，2〕はゲンゴロウプナ

（ヘラブナ〉が相当する。ヒメマスの移殖は現在芦ノ

湖だけで行われており ，平均15万～30万尾が放流され

ている。近年ワカサギは受精卵 （諏訪湖産が主）の放

流量が増大している。ゲンゴロウプナは各地の釣堀や

濯j低用水池，湖沼などに放流が続けられており，流入

河川への逃げ出しも多L、。 この2種類を除けば他のコ

イ科魚類11種 ・亜種〔アカヒレタビラを除く〕 は全て

稚アユの放流の際に混入していたものといえる。琵琶

湖産の稚アユの放流は今日全国的に行われており，神

奈川県下でも年間1,000～5,000kgが放流されている。

琵琶湖のえり漁で捕獲される稚アユに混入する他の魚

種（ヨシノポリ ・ゼゼラ ・タイリクパラタナゴ ・デメ

モロコ・プノレーギノレなど〉 は全体量の34.996もあり，

現場での選別洩れも少なくないといわれている（山口

大・藤岡 豊教授私1言〉。 このような現況から全国の内

水面には琵琶湖産の多くの魚種が移入されており神奈

川県産の園内移入種も琵琶湖や周辺の流入河川に分布

していたものと考えられる。オイカワについても同様

に放流アユに混入して分布域を拡大してきたものと推

定できるが，近年まで分布記録のなかった三浦半島の

河川に生息するものについてはアユ放流実績のない地

域であることからも他の人為的放流も考えられる。
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2

0

0

0

8

0

0

5

0

1

0

0

1

0

0

0

1

 

川・池川・池

－ 
． 
0

・・

． 

。
0

・。
0
0
0
0
0
 

＠ 

． 

。． 

池

0 ． 
0

・。

． 
0

0

0

 

． 

ル也

。

0 ． 

． 

。

0 ． 
。

．．
 
。。
0

・0O
・G
・00
・。。

。

。
。

。
。。

0

・。． ． 
。。

。

． 

0 ． 
． 

。

． 
． 

。。

。

。

． 

． 
。． 
。

． 
． 

0
0
0
0
 。

。

． ． 
0

0

・

。

0

0

0

 

． 。
． 

名種色

。。。。． ． 。
7 

・ 天然繁殖の確認された魚種

0・天然諜施していない、または未曜忍の魚種
＠・ 自然分持？であるカ＼移殖分布をあるか不明な魚種

※ 上表の池の区分には、 天郷市E召・人造湖、相模川水系の期IIII：財曜・磯部堰などの
大規模な媛、相模原市田名の砂革I）穴などを含むものとする。また、水田や廃回、湿地

などについても、｛安直上ここに含めた。なお箱恨のお玉ヶ池や秦野市の震生湖など

のように、 明確に水路とi![結力需認められないものについては、たとえそれがある水系

の分水嶺村にあっても本表ては除外した。

13 2 5 6 。1 19 14 。「;) 。3 5 6 12 7 出現種類数
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芋市芸~JTl!J主壬号圭由。〉歩高イιそ恵三費CD孟ヲむ、ヨトこ 1三〉＊三重三2

，キE潤＂・花水川水系； C，横浜市域内水面・鶴則｜休系： D，三浦半島内水面水域区分： A 酒匂川・早川水系：

経路的目見地・移殖地発代年水域

水産資源として移入
放流マス釣り場からの涜下

芦ノ湖，酒匂川水系中津川寄沢
キ慎菊II水系上流部，花水川上訴首事

1910, 1畑。

遊漁として放流，丹沢減産は不明芦ノ湖，丹沢湖1972, 1甥5

水産資源として移入

除草目的で放流
放流
コイの放流に混入？

種苗放すも

山中湖から移菊
利根川から淡水員と共に移入つ
鑑賞・飼青奪放棄つ

葛川 不明
花水川水系，（平塚市函構と秦野市鷲巻周水路〉不明
横浜市金沢区 不明
横須賀市佐原J司水路，横須賀市北久里浜 不明
酒匂川（小田原市宮水），開l民主(W・知＂ 飼育也から流出したものが費調

1錫5
1鎗3.(?) 
1953 
1956, 1蜘
l蛇 l弧

飼育放棄横浜汁轄区市ヶ尾日記応

養殖のため放涜
養殖のため放涼

芦ノ湖、丹沢湖
津久井湖

1974, 1蜘
！＇.応7

鑑賞・飼育放棄
不明

不明
飼育放棄
飼育放棄
遊漁の対象として移殖
不明
遊換の対象として放流
人為的放流つ
琵琶湖ヵ、らの移入オオクチパスに混入
人湖守財L
遊漁の対象として放涜
人為民放流？
飼育池からの流出
放涜
餌育放棄

水産資源として放流芦ノ湖1~9 
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水産資源として放流
水産資源として放流不明

琵琶湖産の放涜アユに混入不明
放流アユに混入不明
不明
不明

芦ノ湖，早川上流部

箱根イタリ池
相模川水系
横浜市制七区網島

キ膿川水系

芦ノ湖
棺模川水系（特ヰこ寒川暦
横浜苛轄区

鶴見川
平作目｜水系（情報のみ）

在瀬川水系空空川恵
慢浜市制t区勝田
平作川水系
芦ノ湖
キ膿川水系（梓糠湖・津久井暢， 震控湖
横浜市制tニュータウン近隣9号を潤
松越川水系
芦ノ湖
梢顎市田名（棺模Jill
横浜市緑区寺家町
民須賀市長沢深谷地
滑匂川
中瀬川水系寒川理事
横浜苛議討七区dψl

芦ノ湖
山中湖・栂模湖・津久井湖，花水川水系

芦ノ湖，中村川水系
相模川水系，花水川水系
鶴見川水系
森戸川水系

1929 

19731重
197倣半
l錦4

197倣半

19T7 
1975前後
l甥2

カ沢地

19.55 
1921～l泥3迄

。
1979 
1~1 
1包5
l~氾？，？
1981 
l銘5
1甥4
l気l2
！日73
1973 
l＇.股
E刷～86
ii沼l

1918 
ワョ lお3

1951. 1甥4
9 ワ

1976 
1979 

A
B
C
D
A
B
C
D
A
B
C
D
A
B
C
D
A
B
C
D
A
B
C
D
A
B
C
D
A
B
C
D
A
B
C
D
A
B
C
D
A
B
C
D
A
B
C
D
A
R
e
D
A
B
C
D
 
A
B
C
D
A
B
C
D
A
B
C
D
 

類種

ニジマス

フラウン・
トラウト

カワ7ス

ソウギョ

ノ、クレン

タイリク
パラタナゴ

カダヤシ

グッピー

ベヘレイ

チョウセンプす

カムルチー

オオクチパス

チカタイ

ブルーギル

ヒメマス

ワカサギ

オイカワ
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ノ、 ス A 
B Jg-[5 キ悦美川中・下流 琵琶湖産の放涜アユに浪人

c 。
ワタカ 八

B （文献，l甥4) 津久井湖 箆琶湖産の放涜7ユに混入

c 
D 

タモロコ A l弘う6,l兜4 漕匂川，中村川・不動川 不明

B 1976 相模川水系（厚木市河原口） 不明

c 1976 償浜市緑区寺家町 不明

D 
ホンモロコ A 

B l兜J,1兜3 津久井湖耗綜湖 琵琶湖震の放涜アユに混入

c 。
イトモロコ A 

B 19'π～78 梱努＂水系（厚木市河原口，構顎市田名） 不明
c 
D 

スゴモロコ A 
B l甥3 キ椛実湖 琵琶湖産の放浪アユに混入？

c 
D 

ツチフキ A 
日 l袋l'2 棺模川水系（梓穣原市田名）

c 
D 

ゼゼラ A 
B 1979 キ醗実川水系（厚木市戸田） 琵琶湖薩の放涜アユに混入

c 
D 

ヒガイ A 1972 芦ノ湖 不明停婚した霞ヶ浦産淡水買に混入）

B 1979 相模川水系鐸木市戸田） 琵琶湖産の蹴7ユに混入
c 
D 

シロヒレタピラ A 
B （ヌ並立，1949) 栂模湖 琵琶湖産の放涜アユに混入？

c 
D 

アカヒレタピラ A 
B 
c l袋~ 債浜市緑区市ヶ尾 不明・飼育放棄？

D 
ケ”ンゴロウブナ A 1%7 芦ノ湖 遊漁の対象として放涜

日 ワ 本眼川水系（棺模湖・津久井湖，寒川理局 遊漁の対象として放涜

c 1981 債浜市緑区～樹t区 遊漁の対象として放涼

D 。 檀須賀市沢山地 遊漁の対象として放流

＊ 水域A～J)以外の内水面から証録のある緑化魚類については、本文を参照のこと。

三受3 字申芸主~J IHJ'妻。〉タ需イι宅恵三要CD手多A~手千℃と牟茎対置

1870 l棚 um 1蜘 1910 1蜘ゆ~ 1940 1950 1~削 1970 1蜘

－－－－一一一ーニジ7ス・18'π ο 
．一一一一 ソウギョ・1878 6－ー←一一
ト－Dハクレン一一一 6 --
」一一－Dタイリクパラタナゴ ど主一一一一一

．一一一一 カワ7ス・l切2-ts
」一一〈コブラウントラウト 一 一一一一一一一一一 ム

・水産資源（養殖・防掛としての移入種
。 移人種に混入してきた種
・遊漁・雛賞用として移人種

6 神奈川県での初見
現在も分布し』口、る
その後の託滋はなし

．一一一ーカダヤシ・ 1913一1916一一一一一一一δ
.一一－6一一一チョウセンプナ・ 1914
．一一一一一 グッピー・ 1920 ゐー
．一一一一一ーカムルチー・匹以ト一一一一－ 6 
・＆一一一一ーオオクチパス・l笠乙 ー一一一一一←
．「一一一一一 スチール、ノド トラウト・1929一一一一一一ー と

ブルーギル・I貨氾・ト一一一一－6
チカダイ・ 1cm• e£c. 
ペヘレイ・I貸あ・6←ー

ヨーロソパ ウナギ.l~阪凋トー←ーδ一一一



3.ブラウン・卜ラウ卜 7タイリクノてラタナゴ
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15.チカダイ

図3 神奈川県の帰化魚類分布図

• : 1980～1988年の記録。 0:1979年以前の記録。
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23.イトモロコ

L_;,._ '°'rよ 20.ワタカ 24.スコモロコ

図4 神奈川県の帰化魚類分布図・： 1980～1988年の記録。 0:1979年以前の記録。 63 



25.ツチフキ

29.アカヒレタピラ

30.ゲンコ口ウブナ

図5 神奈川県の帰化魚類分布図・： 1980～1988年の記録。 0:1979年以前の記録。
注〉 この図の作成にあたっては，斎藤〔1984）の報告

〔1980～1984年に発表された文献の記録〉に基づき，

これ以前の記録と1985～1988年に追加された記録につ

いては，下記の文献より引用した。なお斎藤（1984)

に示されている記録に ついても できるだけ原著を利

用して，採集日時と地点を確認したため，分布地点の

位置などが多少異なる。また， 特に文献を示していな

Lものについては，著者ら 4名の採集，あるいは確認

によるものである。

く〉 ヨーロ ッパウナギ：多部回ほか（1979) （） ニジマ

ス：石原ほか (1986），木村 （1988〕；吉田ほか（1986)

く〉スチーノレヘッドト ラウト ：林 ・石原（1986)（）ブラ

ウン ・トラウト ：作中ほか（1986)（）カワマス ；石原

ほか 〔1986）く〉ソウギョ ：横浜市公害研究所（1986)
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。タイリクパラタナゴ ：石原ほか（1986) ：鈴木

(1984）く〉カダヤシ：石原〔1985），横浜市公害対策局

(1978）く〉グッピー：石原ほか（1986〕，木村ほか

(1986）く〉チョウセンプナ ：中村（1955）く〉カムノレチ

ー： 木村 ・上杉（1987）；横浜市教育委員会（1980)

〈〉オオクチパス ：新井（1987）；鈴木（1984〕；鈴木 ・

渡塗（1988)（）フソレーギノレ ：石原 〔1987〕，鈴木 ・渡

溢（1988）， ；倹浜市公害研究所（1986〕く〉チカダイ ：

飯村（1986）； 石原ほか（1986〕；木村・上杉（1986)

く〉オイカワ：林 ・長峯（1981），石原（1985）；木村

(1986）；横浜市公害対策局〔1978) （）ハス ：安藤ほ

か（1985）く〉タモロコ ：新井（1988〕，石原（1985); 

横浜市公害研究所（1986）く〉アカヒレタピラ：木村・

上杉（1987）く〉ゲンゴロウプナ：桑原 ・原田（1988)


